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※本機器を安全にご使用いただ く ために
●取扱説明書に対する注意

1) 取扱説明書は、 最終ユーザまでお届けいただき ますよ う お願いし ます。

2) 本製品の操作は、 取扱説明書を よ く 読んで内容を理解し た後に行なって く ださい。

3) 取扱説明書は、 本製品に含まれる機能詳細を説明する ものであ り 、 お客様の特定目的に適合する も

のではあ り ません。

4) 取扱説明書の内容の一部または全部を無断で転載、 複製する こ と は固 く お断 り いた し ます。

5) 取扱説明書の内容については、 将来予告無しに変更する こ と があ り ます。

6) 取扱説明書の内容については、 細心の注意を も って作成し ま し たが、 も し不審な点や誤 り 、 記載も

れなどお気付きのこ と があ り ま し た ら当社営業所・ サービ ス またはお買い求めの代理店までご連絡

く ださい。

●本製品の保護・安全および改善に関する注意

1) 当該製品および当該製品で、 制御する システムの保護 ・ 安全のため当該製品を取 り 扱 う 際には、 取

扱説明書の安全に関する指示事項に従って く ださい。 なお、 これらの指示事項に反する扱いを され

た場合は、 当社は安全性の保証をいた し ません。

2) 本製品を、 安全に使用し ていただ く ため取扱説明書に使用する シンボルマークは下記の通 り です。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡し た り 、 大けがを し た り するほ

か、 爆発 ・ 火災を引き起こす恐れがあ り ます。

こ の表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 死亡、 大けが、 爆発、 火災の恐れが

あ り ます。

この表示を無視し て誤った取 り 扱いをする と、 けが、 物的損害の恐れがあ り ます。

図番号の意味

記号は、 警告 （注意を含む） を促す事項を示し ています。

の中に具体的な警告内容 （左図は感電注意） が描かれています。

記号は、 し てはいけない行為 （禁止事項） を示し ています。

の中や近 く に具体的禁止内容 （左図は一般的禁止） が描かれています。

この記号は、 必ずし てほしい行為を示し ています。

の中に具体的な指示内容 （左図は一般的指示） が描かれています。

●電源が必要な製品について

1) 電源を使用し ている場合

機器の電源電圧が、供給電源電圧に合っているか必ず確認した上で本機器の電源をいれて く ださい。

2) 危険地区で使用する場合

「新 ・ 工場電気設防爆指針」 に示される爆発性ガス ・ 蒸気の発生する危険雰囲気で も使用でき る機

器がございます （0 種場所、 1 種場所および 2 種場所に設置）。 設置する場所に応じ て、 本質安全防

爆構造 ・ 耐圧防爆構造あ るいは特殊防爆構造の機器を選定し て頂き ご使用 く ださい。

これらの機器は安全性を確認するため、 取付 ・ 配線 ・ 配管など充分な注意が必要です。 また保守や

修理には安全のために制限が加え られてお り ます。

3) 外部接続が必要な場合

保護接地を確実に行なってから、 測定する対象や外部制御回路への接続を行って く ださい。

●製品の返却に関する注意

製品を返却される場合、いかなる事情でも弊社従業員 と技術員および取 り 扱いに関わるすべての関

係者の健康 と安全に対する危険性を回避する ために、 適正な洗浄を行なって く ださい。

返却時には必ず添付 「安全／洗浄確認依頼書」 に記入し ていただき、 この依頼書 と製品を必ず一緒

に送 り く ださい。

必要事項を記入し て頂かない限 り 、 ご依頼をお受けする こ と ができ ません。

また返却の際、 弊社従業員あ るいは技術員 と必ず事前に打ち合わせの上、 返却を し て く ださい。

危険

警告

注意
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安全／洗浄確認依頼書

物品を受け取る弊社従業員 と 技術員および、取扱いに関わるすべての関係者の健康と 安全に対する危険性を回避する
ために、 適正な洗浄を行なって頂 く と共に被測定物についての的確な情報を記載下さ る よ う お願い申し上げます。
For the health and safety of all personnels related with returned instruments, please proceed proper cleaning and give the
precise information of the matter.

会社名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 担当者名 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　  
（Company:） 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   （Person to contact:）

住所：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  
（Address:）

電話 ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Ｆ Ａ Ｘ ： 　  　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  
（Tel.:） （Fax:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

返品理由／ Process data

型式：　　　　　　　　　　　　　　　 　 ｼﾘｱﾙﾅﾝﾊﾞｰ：　　　　　　　　　　　　　　　　 
（Type of instruments:） （Serial number:）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 

プロセスデータ／ Process data

特性／ Properties：

私 （達） は、 返送し た製品に毒性 （酸性、 アルカ リ 性溶液、 触媒体等） または すべての危険性がない こ と を こ こ に
承認し ます。 放射性汚染機器は放射線障害防止法に基づき、 お送 り にな る前に洗浄されていなければな り ません。
We herewith confirm, that the returned instruments are free of any dangerous or poisonous materials （acids, alkaline
solutions, solvents） . Radioactive contaminated instruments must be decontaminated according to the radiological safety
regulations prior to shipment.

日付／ date ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　  　 ご署名／ signature ： 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　   

本依頼書は製品と一緒にお送りください。

修理／ Repair 校正／ Calibration 交換／ Exchange

返品／ Return その他／ Other 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　

被測定物：
（Process matter:）

使用洗浄液名：
　 （Cleaned with ： ）

毒性／ Toxic 水と反応／ Reacts with water

腐食性／ Corrosive 水溶性／ Soluble in water

爆発性／ Explosive 判別不能／ Unknown

生物学的危険性／ Biologically dangerous 安全／洗浄確認依頼書をすべて記入して頂かない限り、ご依頼を
お受けすることができません。
The order can not be handled without the completed safety sheet.放射性／ Radioactive
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1 安全のしお り

1.1 デザイ ン

QG2000 は放射線式連続レベル計、 リ ミ ッ ト ス イ ッ チ、 界面測定、 密度測定で使用される放射線
源容器と し て設計されています。
放射線源はあ らゆる方向に放射し ますが、 線源容器の仕様によ り 測定方向のみに照射ができ る
よ う になっています。 確実な遮蔽や放射線の被害を防ぐため、 この取扱説明書内の設置、 操作
に関する項目は、 放射線に関する法令と同様に守る必要があ り ます。
Endress+Hauser 社では間違った使用によ り 起こ った損害に対し ては責任を負いません。

1.2 使用と貯蔵に関する基本事項

• 国が指定する法令に準拠し ているかを確認し て く ださい。
• 放射線の使用、 貯蔵に関する。
• 注意標識と安全場所を確認し て く ださい。
• 設置や操作は製造者の説明書に従って行って く ださい。
• 線源容器は仕様外の状態で使用、 貯蔵を行わないで く ださ い。
• 外部からの影響 （化学物質、 天候、 機械的衝撃） から保護し て く ださ い。
• 線源容器の操作位置はパ ド ロ ッ ク で固定し て く ださい。
• 故障や腐食を し ている ものを使用や貯蔵し ないで く ださ い。 取扱い責任者に連絡し、 故障や

腐食が発生し ている容器の漏洩線量率の測定を行って く ださ い。

" 警告 !
線源容器の状態が疑わしい場合は線源容器周囲の漏洩線量率を測定し、 即座に取扱い責任者に
連絡を し て く ださい。
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1.3 放射線防護に関する基本事項

# 危険 !
放射性線源を取扱 う 際は、 不必要な放射線の被曝を避ける必要があ り 、 被曝量はでき るだけ最
小限にする必要があ り ます。 これは次の 3 つの測定から確認する こ と ができ ます。

距離
放射性線源からはでき るだけ距離を保つよ う にし て く ださい。
漏洩線量率は放射性線源からの距離の 2 乗に反比例し ます。

遮蔽
放射性線源と自分自身の間には十分な遮蔽が必要です。
線源容器 （QG2000） や高密度材質 （鉛、 鉄、 コ ン ク リ ー ト ） によ り 効果的な遮蔽ができ ます。

時間
放射線の影響があ る場所にいる時間は、 でき るだけ短時間にし て く ださい。
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2 本製品について

2.1 本体のデザイ ン （仕様）

下記のテ ク ニカルデータが銘板に記載されています :
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3 設置

3.1 設置について

" 警告 !
QG2000 の取付場所 と照射角度はデ ィ テ ク タの測定部長さが全て照射範囲に含まれる よ う にし て
決ま り ます。 これは全てのアプ リ ケーシ ョ ンに関し て共通です。

3.1.1 連続レベル測定

標準仕様の場合

線源容器はレベル上限値よ り も上部、 または同じ高さに設置する必要があ り ます。 放射線は
ベッ セルの反対側に設置されたデ ィ テ ク タ測定部に正確に照射する必要があ り ます。 管理区域
を最小限にするため、 線源容器とデ ィ テ ク タはでき るだけ近づけて設置し て く ださい。

高いベッセル、細いベッセルの場合

測定レンジが大きい場合やベッ セル内径が小さい場合は線源容器 とベッ セル壁の距離が広がっ
てスペースが発生し て し まいます。 このよ う なスペースには柵 と標識を設置する こ と が必要で
す。
また測定レンジが大きい場合は 2 つ以上の線源容器を使用する場合も あ り ます。 このよ う に複
数の線源容器を使用には測定レンジを拡大する目的だけではな く 、 精度を向上させる こ と もで
き ます。
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3.1.2 リ ミ ッ ト スイ ッ チ

デ ィ テ ク タは水平取付で、 ス イ ッ チポイ ン ト の高さに設置し ます。 QG2000 も水平方向に照射す
る よ う に設置し ます。

3.1.3 密度測定

配管内の密度測定の場合は計器が垂直配管に設置されていて、 測定対象の流れの向きが下側か
ら上側の場合に最も安定し た測定が行えます。 水平配管に設置する場合は泡や付着物の影響が
最小限と な る よ う にし て水平照射をする必要があ り ます。 取付ク ラ ンプは配管に設置する場合
に使用し ます。 QG2000 （350kg） の重量に配管が十分耐久でき る よ う に取付ク ラ ンプ と は別に
サポー ト を設置する必要があ り ます。
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3.2 設置

3.2.1 ブ ラケ ッ ト

! 注意 !
測定と放射線からの防護を確実にするため、 QG2000 は、 あ ら ゆる運転環境下で重量の 350kg に
耐久でき る よ う な、 安定し ていて低振動な設置場所に固定する必要があ り ます。 ベッ セルに直
接設置する よ う な場合は一般的に追加サポー ト が必要です。
線源容器取付け部の寸法はテ ク ニカルデータ を参照 く ださい。

3.3 設置時のチ ェ ッ ク

下記の測定は設置後、 放射線からの防護を確実にするために必要です。

3.3.1 線量率の測定

# 危険 !
線源容器とデ ィ テ ク タ周囲の漏洩線量率は計器を設置後、 即座に測定する必要があ り ます。 設
置の状況に応じ て、 散乱などによ り 照射範囲外にも照射される場合があ り 、 鉛や鉄の追加遮蔽
を使用する必要があ り ます。 管理区域には標識を設置し、 許可な く 人の立ち入 り がないよ う に
し ます。

3.3.2 放射線の照射範囲

# 危険 !
放射線の照射範囲に近づける場合は遮蔽をする必要があ り ます。 人体の一部 （手、 腕、 頭） が
放射線の照射範囲に入ら ないよ う にし て く ださい。 線源容器に近づける場所には標識を設置し
て く ださい。 また線源容器には、 施錠を し て無断操作を避ける こ と が必要です。
管理区域内に外部からの放射線の影響が出る場合は、 これらの放射線を遮蔽する必要があ り ま
す。
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4 配線

! 注意 !
下記の使用方法は、 リ モー ト ス イ ッ チ表示器 （ON または OFF） 付仕様の QG2000 に関する も
のです。

4.1 近接スイ ッ チ と接点用端子

この仕様ではガ ラ ス窓によ る シャ ッ ターのステータ ス表示の他に、 Pepperl+Fuchs 社製の近接ス
イ ッ チ ： NJ4-12GK-SN が 2 つ取付け られています。
信号変換器は Pepperl+Fuchs 社製の場合下記の型式と な り ます ：
• KFA6-SH-E ｘ 1 （230VAC）
• KFD2-SH-E ｘ 1 （24VDC）

4.2 端子ボ ッ クス

端子ボ ッ ク ス上の Pg7 ケーブルグ ラ ン ド は出荷時近接ス イ ッ チに接続されています。
端子ボ ッ ク ス上の Pg9 ケーブルグ ラ ン ド は無電圧接点配線用です （ス イ ッ チ変換器用）。

ピンの割当てに関し ては下表を参照 く ださい ：

配線図に関し ては端子ボ ッ ク スカバーにも記載されています｡

端子 1、 2 シ ャ ッ ター ON （開） 位置用近接ス イ ッ チ

端子 3、 4 配線図に関し ては端子ボ ッ ク スカバーに も記載されています。
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5 操作

5.1 シャ ッ ター ON （開）

# シャッター ON に関する安全のしおり
線源容器のシャ ッ ターを ON （開） にする前に照射範囲 （ベッ セル内を含む） に人が立ち入って
いないこ と を確認し て く ださい。 またシャ ッ ターの開閉は十分に操作を理解し た人が行って く
ださい。

手順

1. 六角ボル ト （6 mm） を取外し、 保護フード部を取外し て く だ さい。
2. シ ャ ッ ター状態が "OFF" にあ る状態でパ ド ロ ッ ク を取外し て く だ さい。
3. ス ラ イ ダーを動かし て線源サポー ト ロ ッ ド をシ ャ ッ ター "ON" 位置まで移動させて

く だ さい。 "ON" ラベルが見え、 "OFF" ラベルが隠れる よ う にな り ます。
4. パ ド ロ ッ ク を取付けて ロ ッ ク し て く だ さい。
5. 保護フード を元に戻し、 六角ボル ト を元通 り に取付けて く だ さい。
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5.2 シャ ッ ター OFF （閉）

手順

1. 六角ボル ト （6 mm） を取外し、 保護フード部を取外し て く だ さい。
2. シ ャ ッ ター状態が "ON" にあ る状態でパ ド ロ ッ ク を取外し て く だ さい。
3. ス ラ イ ダーを動かし て線源サポー ト ロ ッ ド をシ ャ ッ ター "OFF" 位置まで移動させ

て く だ さい。 "OFF" ラベルが見え、 "ON" ラベルが隠れる よ う にな り ます。
4. パ ド ロ ッ ク を取付けて ロ ッ ク し て く だ さい。
5. 保護フード を元に戻し、 六角ボル ト を元通 り に取付けて く だ さい。
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5.3 線源の交換

# 線源カプセルの交換に関する安全のしおり
• 放射性線源の取外しや交換などに関する全ての メ ンテナン スは、 放射線の取扱いに関する国

毎の法令を遵守し、 取扱いの認可を受け、 ト レーニングを受けている人が行って く ださい。
• 全ての作業は遮蔽された安全場所から行って く ださ い。 安全作業は作業者に起こ り う る全て

の危険を回避する ために必要な こ と です。
• 線源を取扱 う 作業を迅速に行 う ためには十分な準備作業が必要です。 下記のツール と装置は

作業を始める前に準備を し て く ださい ：
- 六角ボル ト （6 mm）
- 六角ボル ト （5 mm）
- スパナ
- 放射性線源カプセル取扱い用プラ イヤ
- 旧線源カプセル と新線源カプセル用の輸送用遮蔽容器

• 線源カプセルを交換する際は、 こ のマニュ アルに記載されている手順を守って く ださい。

手順（15 ページを参照）
1. 六角ボル ト （6 mm） を取外し、 保護フード 部を取外し て く ださ い。 　 線源サポー ト

ロ ッ ド を "OFF" 位置にし て、 パ ド ロ ッ ク で固定し て く だ さい。 六角レ ンチを使用
し て六角ボル ト を緩めて く だ さい。

2. 六角ボル ト と ワ ッ シ ャーを取外し、 ス ラ イ ダーを取外し て く だ さい。
3. パ ド ロ ッ ク を取外し、 線源サポー ト ロ ッ ド を溝マーク 1 が見え る まで引き出し ま

す。 線源サポー ト ロ ッ ド の溝マーク 2 が固定用ボル ト に並ぶよ う に回し ます。 保護
チューブを固定する ため、 固定用ボル ト を締めます。

4. スパナを使用し て線源サポー ト ロ ッ ド を保護チューブから取外し て く だ さい。
5. 2 組のプラ イヤを使用し て線源サポー ト ロ ッ ド から線源カプセルを取外し （または

M4 ネジ仕様の線源カプセルを専用ツールにて取外し ます）、 輸送用容器へ移し ま
す。 新線源カプセルを取出し、 線源サポー ト ロ ッ ド内のスプ リ ング部に確実にはま
る よ う にし て取付けます （M4 ネジ使用の場合、 取付け時の ト ルクは 2+0.5Nm）。 線
源カプセルを取付け後、 即座に線源サポー ト ロ ッ ド を保護チューブに押し込みま
す。

6. スパナを使用し て線源サポー ト ロ ッ ド を保護チューブへ取付けて く だ さい。
7. 線源サポー ト ロ ッ ド が再び動かせる よ う に固定用ボル ト を緩めます。 線源サポー ト

ロ ッ ド を線源容器内に挿し込んで、 "OFF" 位置にし、 パ ド ロ ッ ク を取付けます。
8. ス ラ イ ダーを線源サポー ト ロ ッ ド のネジ部に取付け、 六角ボル ト と ワ ッ シ ャ－で固

定し ます。 保護カバーを元に戻し、 六角ボル ト で固定し て く だ さい。
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線源の交換手順
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6 テ クニカルデータ

6.1 デザイ ン

6.1.1 寸法

6.1.2 追加データ

重量
約 350kg （全ての仕様）

ハウジング材質
ステン レ ス スチール SUS316Ti （1.4571） で表面加工は下記の通 り ：
• ガ ラ ス研磨
• エポキシエナ メ ルコーテ ィ ング
• 耐塩コーテ ィ ング

遮蔽材質
鉛

Ser�.No.:�

M
�a
�d
�e
i�
n
G
� e
�r�m

a
n
�y
�

D
� -�7
�9
�6
�8
�9
M
�a
� u
�l�b
�u
�r�g
�

RadionuklidCo60Cs137�

37GBq�

QG2000�

ENDRESS+HAUSER�

7,5µSv/h=1m�

Class�

9
1
6
4
4
5
-0
0
0
3
� 75˚� ø
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6.2 放射線照射口

6.2.1 放射角度 （シャ ッ ター ON 状態）

標準 / 水平取付仕様、標準 / 鉛直取付仕様

6.2.2 放射口の幅 （シャ ッ ター ON 状態）

全ての型式で 6°
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6.3 放射線の遮蔽効果

6.3.1 減衰率係数と半価層 （シャ ッ ター閉 ： OFF 時）

6.3.2 ローカル線量率、 管理区域の計算

管理区域は線源の大き さ "A" と線源からの距離 "r" 地点における ローカル線量率 "D" によ って
決ま り ます｡

60Co の計算例

137Cs の計算例

セシウ ム線源を使用する場合、 管理区域は必要あ り ません。

60Co 137Cs

減衰係数 FS 4.096 8.388.000

半価層 12 23

A = 11 GBq （（300 mCi）
⇒ D = 22 µSv/h

r = 0.21 m （ 0,05 m 表面上）

A = 11 GBq （300 mCi）
⇒ r = 0,62 m （ 0,46 m 表面上）

D = 2.5 µSv/h

A = 185 GBq （5 Ci）
⇒ D = 0,048 µSv/h （許容値よ り も十分小さい）

r = 0,21 m （ 0,05 m 表面上）

D K
A

r
2
FS

-----------=

r KA
DFS
--------=

D : ローカル線量率 [µSv/h]

r : 線源からの距離 [m]

A : 線源の大き さ [GBq]

FS : 線源フ ァ ク タ

K = 357 µSv m2 / h GBq （= 13.200 µSv m2 / h Ci）  60Co

K = 96 µSv m2 / h GBq （= 3.550 µSv m2 / h Ci）  137Cs

=̂

=̂

=̂



線源容器 QG 2000 6 テ クニカルデータ

エン ド レスハウザー ジャパン 19

6.4 周囲環境

6.4.1 ほこ り、 水の混入

QG2000 の線源サポー ト ロ ッ ド には線源カプセル部に O リ ングがあ り 、 ほ こ り や水の混入を防
ぎます （DIN40050、 EN60529 の保護等級 IP65 に準拠し ています）

6.4.2 周囲温度

リモート表示器用の近接スイッチなし仕様
T = -20 ℃…200 ℃ (DIN VDE 0412-01 ク ラ ス 3)

リモート表示器用の近接スイッチ仕様
T = -20 ℃…100 ℃ (DIN VDE 0412-01 ク ラ ス 2)

6.4.3 耐火性

DIN VDE 0412-1、 6.4 章
800 ℃ 30 分のテス ト に合格し ています。

6.5 認定

PTB
60Co 線量分布図 （37GBq/1000mCi）

GL
浚渫 （ド レ ッ ジ ャ -） 船用

Pepperl+Fuchs 社製近接スイッチ
• 保護等級 IEC60529 IP67

• ATEX II 2G EEx ia IIC T6



■仙台サービス
〒 980-0011  仙台市青葉区上杉 2-5-12  今野ﾋﾞﾙ

Tel. 022(265)2262　Fax. 022(265)8678

■横浜サービス
〒 221-0045  横浜市神奈川区神奈川 2-8-8　第 1川島ビル

Tel. 045(441)5701　Fax. 045(441)5702

■徳山サービス
〒 746-0028  山口県周南市港町 1-48  三戸ﾋﾞﾙ

Tel. 0834(64)0611　Fax. 0834(64)1755

■新潟サービス
〒 950-0951  新潟市鳥屋野 3-14-13  ﾏﾙﾓﾋﾞﾙ 3F

Tel. 025(285)0611　Fax. 025(284)0611

■名古屋サービス
〒 463-0088  名古屋市守山区鳥神町 88

Tel. 052(795)0221　Fax. 052(795)0440

■小倉サービス
〒 802-0971 北九州市小倉南区守恒本町 3-7-6

Tel. 093(963)2822　Fax. 093(963)2832

■千葉サービス
〒 290-0054  千葉県市原市五井中央東 1-15-24 斉藤ﾋﾞﾙ

Tel. 0436(23)4601　Fax. 0436(21)9364

■大阪サービス
〒 564-0042  吹田市穂波町 26-4 

Tel. 06(6389)8511　Fax. 06(6389)8182

■東京サービス
〒 180-0006  東京都武蔵野市中町 3-4-22

Tel. 0422(55)6663　Fax. 0422(55)6538

■水島サービス
〒 712-8061  岡山県倉敷市神田 1-5-22  旭ﾋﾞﾙ

Tel. 086(445)0611　Fax. 086(448)1464

■計量器製造業登録工場　■特定建設業認定工場許可（電気工事業、電気通信工事業）

12.04/ 広報宣伝

BA 223F/08/ja/12.04
STAR/FM+SGML 6.0J

●機器調整（新規調整、再調整、故障）不適合に関するお問い合わせ

サービス課ヘルプデスク
〒 180-0006  東京都武蔵野市中町 3-4-22

Tel. 0422(60)8003　Fax. 0422(55)6538

本誌からの無断転載・複製はご遠慮ください。また、記載内容はお断りなく変更することがありますのでご了承ください。
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